「今年度の振り返りと新年度に向けて」
あけましておめでとうございます。
引き続きコロナ禍での一年となりましたが、８月には施設内でクラスターが発生してしまい、法人内の他事業所から職員を派遣してもらっての施設運営になりました。この件に関しては、改めて職員の感染予防に対する意識が薄かったことを痛感しました。この経験を活かして今後の感染症対策を見直す機会となりました。
行事に関しては、昨年度までは、代替えで館内レクリエーションに切り替えていました。今年度は、少し形式を換えて取り組みました、６月の地域交流会では。島内の浜崎グラウンドをお借りして利用者、職員のみでしたが、屋外で玉入れなどを行いました。久しぶりに全体での取り組みとなりました。10月の旅行では、一泊旅行は実施出来ませんでしたが、日帰り旅行を男性２グループ、女性１グループに分かれて実施しました。場所はヒルトンシーホークホテルでの実施でした。久しぶりの能古島島外の行事で皆さん食事に買い物と満喫されていました。しかし、職員は、初めての島外外出の職員が大半で緊張の外出支援となったようです。
日中の活動については、創作活動などで、季節ごとに、折り紙で制作したものを模造紙に貼って掲示するなどの取り組みを行いました。しかし、日々、充実した活動が提供できていなかったのも現実です。
利用者の皆さんの帰省に関しては、今年度も再開する事が難しかったです。保護者会も施設で行う事ができませんでしたが、６月と１２月に別会場（福岡市市民福祉プラザ）で開催した際にリモートで保護者の方と利用者さんが対面する機会を設けました。久しぶりのお互いの顔を見られての会話で大変喜ばれました。
地域との交流については、夏祭り、体育祭が今年度も中止になったため、なかなか地域の方とお会いする機会がないのが現状でした。
４月から新年度になりますが、コロナウィルスについても分類が変わるようですので、行事に関しては、従来通りとはいかないでしょうが、感染症対策を充分にとったうえで、今年度の地域交流会や日帰り旅行のように外で過ごせるような企画を立てて実施できるようと考えています。
また、日々の活動については、利用者の皆さんの機能低下防止の観点も含めて、体を動かす活動と皆さんが楽しめるようなプログラムを考え、日々の生活の充実を図っていきます。
また、施設としては、移転に向けた準備も始めなければいけません。平成元年の設立当初から能古島の住民の皆様に暖かく見守られながら過ごしてきましたが、また、新たな再スタートに向けて職員一同、新年度も利用者支援及び施設運営に邁進してまいります。
